



Report on Distribution and Spawning of Small-scale Sillago, Sillago parvisquamis (family Sillaginidae), 
Based on Specimens from Yamaguchi Bay in Western Seto Inland Sea, Japan.
Toshihiro SHIGETA1, 3, Hironori USUKI2, Takeshi TOMIYAMA3, Yoichi SAKAI3, 
Hidetoshi SAITO3 and Norio SHIMIZU4
要旨：瀬戸内海山口湾で 2005 ～ 2008 年に，絶滅危惧種アオギス Sillago parvisquamis 8 標本（SP-YB1 ～ 8）を採
集した。全長 226.5 ～ 320.1mm，体長 197.7 ～ 281.0mm，いずれも雌で，年齢は SP-YB1 ～ 6 が 1 才，SP-YB7 が
3 才，および SP-YB8 は 4 才で，全個体が 2004 年級であった。卵巣の組織学的検討より，SP-YB1 ～ 7 では，最も
発達した正常な卵母細胞は第三次卵黄球期か胚胞移動期で，排卵後濾胞細胞を有し，活発な産卵活動が確認された。
釣り CPUE（個体数 /3 時間 / 人）は，2005 ～ 2012 年では，5 ～ 7 月は 0.2（n=24），通年では 0.1（n=49）であった。
2004 年級を主な対象とした 2005 ～ 2006 年の 2 年間では，5 ～ 7 月は 0.3（n=14），通年では 0.2（n=23）であった。
今回，標本に基づき山口湾を生息地および繁殖地として記載した。
キーワード：アオギス，キス科，絶滅危惧種，山口湾，Sillago parvisquamis
Abstract: Small-scale sillago, Sillago parvisquamis, were collected from Yamaguchi Bay, western Seto Inland Sea, Japan. 
This species has been evaluated as an endangered species in Japan.  Eight specimens (sample no. SPYB1-8) collected in 
2005-2008 were 226.5-320.1 mm TL, 197.7-281.0 mm SL and were all adult females.  The ages of SPYB1-6, 7, and 8 
were 1, 3, and 4 years, respectively, and all individuals were of the 2004 class.  Judging from ovarian histological samples, 
the most developed stage of normal oocytes in SPYB1-7 was the tertiary yolk globule stage or the migratory nucleus 
stage.  All individuals had a lot of post-ovulatory follicles.  Therefore, these two evidences indicate spawning.  The catch 
per unit effort (CPUE) (indiv. / 3 hours / person) by fishing in 2005-2012 was 0.2 for the spawning season (n=24) and 0.1 
for the whole year (n=49).  For the 2004 class, CPUE in 2005-2006 was 0.3 for the spawning season (n=14) and 0.2 for 
the whole year (n=23).
　　 This is the detailed report of the distribution and spawning of Sillago parvisquamis based on specimens from 
Yamaguchi Bay.
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論文 Article
Ⅰ．緒　言
　日本にはキス科 5 種が生息し（Sano and Mochizuki，
1984；鈴木ほか，2001；林・萩原，2013），このうち
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　本標本は，魚体全体はホルマリン固定標本とし，
SP-YB1 ～ 6 は広島大学総合博物館（標本番号：















（CPUE：個体数 /3 時間 / 人）で表した。本種は 5 ～
7 月の繁殖期に河口の干潟域に蝟集し，よく採集され
る（重田・薄，2011）。そこで，採集頻度について，









































よく採集できる。そこで，2005 年 6 月 27 日～ 2012
年 6 月 23 日に，山口県山口湾の本種が採れる場所に
おいて，釣りによる計 50 回，のべ 202 時間 18 分の
採集調査を実施した（本種保護のため，詳細は非公表）。
定量的に採集するため，1 回 3 時間前後を目安として，
1 人が竿 2 本（竿 1 本に 1 ～ 2 個の針を装着）の使用
とし，餌はアオゴカイPerinereis aibuhitensisを用いた。
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を蓄積した卵粒が認められた。GSI は 1.56 ～ 7.62%
を示した（表 1）。年齢は，SP-YB1 ～ 6 が 1 才，SP-
YB7 が 3 才，および SP-YB8 は 4 才であり，全個体
が 2004 年生まれであった。
組織学的所見：図 2 に SP-YB1（A，C），2（B）およ
び 8（D）の卵巣組織像，表 1 に細胞・組織学的検討
結果を示す。組織像より，SP-YB8 は雌と判定された。
非繁殖期の 10 月に採集された SP-YB8 を除いて，繁




うち SP-YB2 と 6 の 2 個体が，細胞核が動物極に向
かって移動を開始した MN であり，最終成熟過程で


















は黄色を呈すること，側線上方横列鱗数は 7 ～ 9（SP-
YB5 の 6 枚を除く）であること，側線鱗数は 79 ～
81 であること，第 2 背鰭に明瞭な小黒点列があり，
始部では 5 ～ 6 列（SP-YB8 の 7 列を除く）をなすこ









　調査の結果，2005 ～ 2008 年に，SP-YB1 ～ 8 の計
8 標本が得られた。SP-YB1 ～ 7 は採集調査により，
SP-YB8 は依頼した遊漁者が釣りで採集した。
　SP-YB1，HUM-I-1345，KPM-NR0143368 A，体長
205.8mm，2005 年 7 月 8 日，山口県山口市（山口湾）
（以降，採集場所は同様なので省略）；SP-YB2，
HUM-I-1346，KPM-NR0143369 A，体長 209.7mm，
2005 年 7 月 8 日；SP-YB3，HUM-I-1347，KPM-
NR0143370 A， 体長 197.7mm，2005 年 7 月 8 日；
SP-YB4，HUM-I-1348，KPM-NR0143371 A，体長
210.8mm，2005 年 7 月 8 日；SP-YB5，HUM-I-1349，
KPM-NR0143372 A，体長 208.2mm，2005 年 7 月 8
日；SP-YB6，HUM-I-1350，KPM-NR0143373 A，体
長 217.2mm，2005 年 7 月 22 日；SP-YB7，SNFR 
19379，KPM-NR0143374 A，体長 281.0mm，2007 年
6 月 17 日；SP-YB8，SNFR 19380，KPM-NR0143375 
A，体長 275.0mm，2008 年 10 月 29 日。
３．記載
形態学的所見：全長 226.5 ～ 320.1mm，体重 80.1 ～
233.0g（n=8，以降，括弧内は平均値）。鰭条数は D 
X Ⅱ ～ X Ⅲ -I，21 ～ 22（X Ⅱ -I，22），A Ⅱ，23，
P1 16 ～ 17（16），P2 I，5。側線有孔鱗数は 79 ～ 81（80），
側線上方横列鱗数は 6 ～ 9（7）。体型は細長く，頭部
はやや小さい。体各部計測値の体長に対する割合（%）
は，全長 113.2～114.6（113.9），体高 13.7～17.5（16.3），
および，頭長 25.8 ～ 27.9（26.7）。吻は長く，眼が小
さく，それぞれの頭長に対する割合（%）は，吻長





図 1．山口湾産アオギス Sillago parvisquamis 
SP-YB7，体長 281.0mm。
24 重田利拓・薄　浩則・冨山　毅・坂井陽一・斉藤英俊・清水則雄























SP-YB1 2005 年7 月 8 日 8:55 5.05 卵黄蓄積 － TYG + 卵黄蓄積 産卵親魚： 前夜か当日早朝～数目前に産卵済．
SP-YB2 2005 年7 月 8 日 11:06 5.89 卵黄蓄積 － MN + 最終成熟
産卵直前： 前夜か当日早朝～数日前に産卵済，
かつ，当夜か翌早朝に産卵予定．
SP-YB3 2005 年7 月 8 日 11:36 6.17 卵黄蓄積 － TYG + 卵黄蓄積 産卵親魚： 前夜か当日早朝～数日前に産卵済．
SP-YB4 2005 年7 月 8 日 11:47 7.62 卵黄蓄積 － TYG + 卵黄蓄積 産卵親魚： 前夜か当日早朝～数日前に産卵済．
SP-YB5 2005 年7 月 8 日 12:27 5.46 卵黄蓄積 － TYG + 卵黄蓄積 産卵親魚： 前夜か当日早朝～数日前に産卵済．
SP-YB6 2005 年7 月 22 日 8:00 4.59 卵黄蓄積 － MN + 最終成熟
産卵直前： 前夜か当日早朝～数日前に産卵済，
かつ，当夜か翌早朝に産卵予定．
SP-YB7 2007 年6 月 17 日 12:44 6.94 卵黄蓄積 － TYG + 卵黄蓄積 産卵親魚： 前夜か当日早朝～数日前に産卵済．
SP-YB8 2008 年10 月 29 日
8:00
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CPUE は，2005 ～ 2009，および 2012 年の 6 年間では，
5 ～ 7 月は 0.2（n=24），通年では 0.1（n=49）であった。
2004 年級が主要な採集対象となった 2005 ～ 2006 年
の 2 年間では，5 ～ 7 月は 0.3（n=14），通年では 0.2
（n=23）であった。このうち，2005 年 7 月は 0.9（n=4）


































中国大陸沿岸には本種の近縁種の S. sinica が広く分
布することを報告している。Kim and Lee (1996) は朝
鮮半島南岸の麗水から 1 標本に基づき，Kwun and 
Kim（2010）は同じく南岸の珍島，麗水，および光陽
からの計 7 標本に基づき“S. parvisquamis”の生息を
報告したが，第 1 背鰭棘数や体型など形態学的特徴の


















5 ～ 7 月 通年 （個体）
2005 4 7 6
2006 10 16 0
2007 6 7 1
2008 0 11 1
2009 0 2 0
2012 4 6 0
計 24 49 8
表 2． 山口湾におけるアオギス CPUEの分析に用いた調
査回数と採集個体数
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を“キス S. sihama”，“アオギス S. japonica”，“ヤギ
ス S. parvisquamis”，“ホシギス S. aeolus”の 4 種とし






























同属のシロギスでは，この過程が 7 ～ 10 時間で進行
する（Matsuyama et al., 1990）。SP-YB2 は 7 月 8 日，








は 1 ～ 2 日程度で吸収される（重田，2000）。シロギ
スでは，繁殖期には同じ雌個体が毎日産卵することが
知られ，POF は 1 日で吸収される（Matsuyama et al., 
1990）。今回，繁殖期に採集された SP-YB1 ～ 7 の全
ての個体で POF が認められ，採集日の前夜から当日
早朝～ 2，3 日の数日以内に産卵経験があると推定さ
れた。POF が 1 日で吸収されるとすると，SP-YB1 ～
5 は 7 月 7 日～ 8 日まで，SP-YB6 は 7 月 21 日～ 22





































　山口湾では，2005 年 7 月には比較的高い頻度で産
27瀬戸内海山口湾における絶滅危惧種アオギス Sillago parvisquamis（キス科）の標本に基づく生息と繁殖の確認
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卵親魚が採集され，翌 2006 年も採集が期待されてい
た。ところが，同湾の干潟の底質改良工事の行われた
2005 年 7 月末以降（椹野川河口域・干潟自然再生協
議会，2004），2006 年 5 ～ 7 月には全く採集できず，
生息・繁殖地が消失したのではないか懸念していた。
幸い，SP-YB7 と 8，2006 年の秋季に椹野川河口で採
集された成魚 5 個体，およびそれ以降～ 2009 年まで
採集された成魚 5 個体の計 12 個体のいずれも，2006
年に繁殖した形跡を認めたこと（重田ほか，未発表デー
タ）より，同年も山口湾で細々と繁殖していたようで










の年齢査定では最高齢は 4 才（雌，計算全長 311mm）
であったこと，重田ほか（未発表データ）による周防































































































干 潟 自 然 再 生 協 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ：http://eco.pref.
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